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BESE の使い方（実践編） 
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１． 鹿児島県の地図をグラフィックで挿入することにします。 

 

【Point】 

 点字編集システムでは点字データを ＝ 音になる 

 EdelPaper では点図を ＝ 音にならない 

 

２．点字編集システムで点字データ全体を入力します。 

 この段階で、グラフィックが入ることを想定して、空白ページを作ったりする必要はありません。 
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３．.EdelPaper で点図を書きます。 

 

 EdelPater の点図は、点字編集システムにとりこむとすべて図形になります。EdelPaper で「点

字（図形としての点字）」を入力しても音にならない、ということを上手に利用しましょう。 

 ※ページ行にページ数を入れる必要はありません！ 

 図の中に番号を示すことにします。この番号に合わせて点字データも追記編集します。 
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３．BESEで BESデータに変換します。 

 

①ファイルを指定して、変換実行 

※作成したエーデルファイルを指定します。 

 

「開く」をクリックすると以下の画面になります。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

この「ページ数」は間違い！ 

EdelPaper としてプリントアウトし、紙を点字本に差し込

むときにはページ数が必要ですが、BES データに文書

結合するときには、点字編集システムのページ番号付

加機能でつけられたページ数と重なってしまいます。 

BES データに文書結合するときには、EdelPaper デー

タでページ数をつけないようにします 



- 5 - 

② 「はい」をクリック 

 

 

③ 変換終了 

 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 

変換したデータは BES ファイルになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点字編集システムで開くと、こうなります。 
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４．挿入する場所に「文書結合」します。 

 ★点図の裏ページは空白ページになります。図が小さくても同じです。 

 

【大きな図の場合】 1 ページ全部が点図というようなとき 

 

 ★まずは失敗例です。 

 

 この 26 ページの部分（見開き左側）に 

 地図をいれ、27ページ（見開き右側）に 

 番号に対応した地名を置きたい！ 

 

 26ページにさきほど変換した地図の 

 BES ファイルを『文書結合』します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※結合するファイルは BESです。BESXファイルに結合するときは、ファイルの種類を BESにしま

す 

 

 



- 8 - 

結合した直後の画面です。 

上のグレーはグラフィックデータの裏ページ、青緑のページはグラフィックがあるページを示して

います。 

 

グラフィックデータの裏面は空白にしなければならないので、このままではダメです。グラフィック

データは改ページで送ることができないので、「元に戻す」としてやり直し(^^; 

2ページ空白ページをつくって 28ページのところに文書結合します。 
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今度はこうなります。グラフィック裏面が空白ページです。 

 

 

これでグラフィックページが 28 ページになり、その右側の 29 ページに、番号に対応した地名がく

るようにレイアウトできました。 

 

 

★文書結合した後は、ページ番号を修正してください。 
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※または、やり直すのではなく、図を移動させることでも裏面を空白にできます。 

 最初の結合のこの画面から 

 

 

※グラフィック編集画面にして、グラフィックページを移動させます。 

 （裏面が空白になることを意識して、移動させ、確定します） 

 そのあと、文書ページを改ページで送ります。 

 やりやすいほうでどうぞ！ 
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★Point グラフィック裏面を空白ページにする！ 

 

見開きでは、以下のようなイメージです。27 ページは点字編集画面では青緑の背景色になりま

す。グラフィック編集画面を上に重ねています。 

 

【小さな図の場合】  

 点図のページは片面になっていることに注意！！ 

 図は 22 行まで入りますが、点字は 18 行までしか入力できません。図を下の方へ配置できるよ

うな工夫をします。 

 また、前後が 18 行両面データであるのに、図形を含むページのみが 22 行片面の行間になり

ます。触読する際に違和感があるかもしれないことも考慮します。 

 

※小さな図の挿入方法は、全視情協の資料を参考にしてください。 

 

 

★「高度な設定」等については、全視情協の資料を参考にしてください。 


